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今回発表する
竪穴建物群

千僧供町地域歴史資料館
本日、千僧供町で発見された歴史資料を公開中

重複する竪穴建物②・③　　　　　　　

溝

2022 年度：弥生時代の集落を発見

密集してみつかった竪穴建物④～⑧

建物をつくった時の掘削痕

調査区外に続く竪穴建物①

調査区北西部の竪穴建物

出土した遺物

滑石製の臼玉
うすだま

　  石製の紡錘車
ぼうすいしゃ

建物の柱穴を掘る

　竪穴建物⑪の調査風景

土坑内で発見した高坏
たかつき

古墳時代の炊事場ーカマドー

竪穴建物④に伴うカマド

　調査区北西部で確認できた 3棟は近接

して重なっており、建てられた時期はそ

れぞれ前後します。建物①は壁に板を並

べ立てて土留めをしています。建物③は、

建物②が利用されなくなった後、建てられ

ていました。その建物③の柱穴は 0.8m

以上の深さで掘りこまれており、一棟の

建物に柱穴が 8基以上存在することから、

同じ場所に２回以上建て直しをしていた

と考えられます。

　竪穴建物④・⑦・⑫の壁沿いには、ドーム状の調理施

設であるカマドが設けられ、その焚口は赤く被熱して

いました。カマドの周辺には、煮炊きに使われたと考

えられる土器がカマド外面へと崩れるように出土して

いました。竪穴建物④と⑦のカマドでは、盛り付け具

である高坏をひっくり返し、支脚として転用すること

で、燃焼効率を高める工夫がみられました。

　建物の一辺は、3.5m～ 8.6ｍ

と建物の規模に多様性がみられま

すが、おおむね 5ｍ前後の大きさ

の建物が主流であったようです。

竪穴建物①～③、竪穴建物④～⑧

では、建物と建物の間隔が 10ｍ

未満と狭く、竪穴建物の分布には

ある程度のまとまりがあります。

密集する竪穴建物

　当時の人々が利用してい

た道具が見つかっています。

食べ物を盛り付けるための

高坏、装身具の臼玉や勾玉、

糸を紡ぐための紡錘車など

が出土しました。

カマドのイメージ

支脚

焚口
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焚口

カマドの一部

支脚

土器

ワシらが
掘り出したんだ！

この黒い筋は当時の人が掘った痕跡だよ

深すぎて
手が届かん！
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